
【社内講師・企業研修講師の方対象の特別企画】 

■研修の講師をされていて「もっと受講生に気づきを深めるためにはどうしたらいいだろうか。」

「一方的な講義形式だけじゃなく、体験実習を活用した効果的な研修を組立てたいなあ、と思う

のだけれど」「体験学習の方法をもっと学び、さらに活用のアイディアを広げたいな」…と思っ

ている方（講師、社内研修担当）に『実習ワーク』を実際に体験して頂き、その活用を深めて今

まで以上に効果的な研修を企画実施するステップアップを図ることを目的にしたセミナーです。

セミナーの特長 

① 実際に実習体験をした上で、活用の仕方を広げる（視点をちょっと変え様々な別な場面で活用）。 

② 実際に活用する際のポイント（話のすすめ方、話し方など）を詳しく説明、即実践に役立つ。 

③ 使用した研修シートやパワーポイントなどもデーターにて配布します。 

④ 実際に活用の時、あれ？どうだった？等の疑問にも丁寧に対応します（アフターフォロー万全）。 

●実施概要案  

対 象 者：現在企業研修の講師を仕事としている方（研修講師・社内研修担当者、等） 

日時《案》：１０月末から１２月末まで３回コース。土曜日の午後１３時～１７時 

定 員：最大１２名まで（最小催行人数５名） 

■内容と主な実習「テーマ」《日程案》

１
回
目

「導入・コミュニケーション編」《10 月 24 日・土》   

アイスブレイキング実習「ウソ・ホント」 

自己紹介・自己の経験ふり返り実習「キャリアライフライン」 

コミュニケーション実習「アセンブリー」 など 

各実習のふり返りと活用・実践方法

２
回
目

「コニュニケーション・チームワーク編」《11 月 21 日・土》 

コミュニケーション「めかくしマスゲーム」 

チームビルディング実習１「紙の塔」 

チームビルディング実習２「ストロータワー」 

各実習のふり返りと活用・実践方法

３
回
目

「ＰＤＣＡ・目標設定編」《12 月 12 日・土》 

発想を広げる柔軟な発想クイズ 

ＰＤＣＡサイクル「テニスボールゲーム」 

目標設定「ボール回しゲーム」 など 

各実習のふり返りと活用・実践方法

※内容は状況により変更する事がありますので、予めご了承管下さい。 

受講者の気づきと学びを深める 

講師のための『実習ワーク体験・活用』セミナー



◆本セミナーの「実習ワーク」体験学習の考え方と進め方／活用場面 

○「体験学習のサイクル（ＤＬＴＧ）」で、気づき・学ぶ・活かすことが基本です。 

○「実習ワーク」の体験とふり返りをベースにして、その進め方や研修目的・プログラムに合わせ

た応用・展開法を深めます。 

○実際に体験したワーク（実習）をそのままでも、また応用して研修で使うこともできるようにな

ります。これまで実践したノウハウ・体験（失敗談も）を全てお伝えします。 

会 場：株式会社インタフェース 会議室 

札幌市中央区北２条西 26丁目２－18 26ＷＥＳＴビル２階

電話０１１－６３２－７８１５ ＦＡＸ０１１－６３２－７８１６ 

講 師： 五十嵐 知美 株式会社インタフェース取締役 

参加費：各１回 ２５，０００円 ３回セット申込みで ６０，０００円 （消費税込み）

資料（データ配布）代、アフターフォロー代は含まれております。 

セミナー参加申込書 

※下記にご記入の上、ＦＡＸで送付ください。FAX０１１－６３２－７８１６ 

ご氏名  

会社名・部署・役職 

連絡先電話番号 メールアドレス 

会社住所 

１回目 ／ ２回目 ／ ３回目 ／ ３回セット （いずれかに〇をつけて下さい） 

③よく検討するＴｈｉｎｋ

②ふり返る（評価）Ｌｏｏｋ④次に活化し成長するＧｒｏｗ

①体験（実行） Ｄｏ

単なる体験ワークで終わらせず、研修の具体的テーマや明確な目的・目標と結びつける学習

を進めることで、様々な目的の研修プログラムで活用できます。 

活用例：●販売、接客研修、コミュニケーション研修等の各種研修での導入実習として活用 

●社内で実施する内定者フォロー、新入社員研修、若手研修プログラムの一部として活用 

●知る分かる研修から「体験学習」で参加者の自己ふり返り・気づきの研修として活用


